
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇現状の交通実態の把握 
◇各種意向調査 

・古町地区住民、商店街、運送事業者、タクシー事業者 

◇道路空間再構築の検討方針 
・交通政策に関する課題 

・社会実験実施イメージ 

市民・古町地区

住民の意向把握 

①既存施設を活用した簡易実験の実施 
○実験内容 

・モール内の荷捌きルール化（古町通り６） 

・既存ポケットスペースの荷捌き・タクシー乗

車・長時間駐輪ルール化（西堀通り、新堀通り）

○実験実施時期（予定） 

10 月 14 日（水）～（１ヶ月程度） 

【検討の流れ】 【検討会、部会】
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施 策 展 開 
（実施計画策定・詳細調整・具体的作業など） 

公表、ＰＲ

第８回検討会

第９回検討会

タクシー部会
荷捌き部会 

検討会 
◆基本計画の策定 

○交通ネットワークと交通機能の役割分担 

○各交通モードのあり方 

○エリア別の道路空間の方向性 

○実施に向けた課題、整備優先度等 

②道路空間再構築の方向性 

○道路空間再構築の基本方針 

（地区の交通まちづくりコンセプト、交通ネットワーク

と交通機能の役割分担、各交通モードのあり方など）

■市民意向把握・意識醸成 

○アンケート実施など 

関係者との
調整 

関係者との
調整 

今 後 の 取 り 組 み 
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平成 23 年度～ 

④基本計画（骨子案）の

検討 
○エリア別の道路空

間再構築の方針 

・主要道路の平面構

成および断面構成 

○実現に向けた課題

抽出 

【部会】 
歩行者・自転車

タクシー 
荷捌き 

検討会 

※検討会、部会

を随時開催 

③車道を利用した複合社会実験の実施 
（車道を利用した複合実験） 

○実験内容（想定） 

・歩行者・自転車空間創出、駐輪対

策、荷捌き対策、タクシー乗り場

再配置等 

資料 １

一部着手 

各エリアの
住民意向 


